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■ 会 長 報 告                村松 英昭君
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 ３月も終わりになります。わが家の桜も３輪咲

きました。昨年１０月に植えたチューリップも咲

き、ライラックも咲き、華やいだ季節となりまし

た。 
来る、４月８日は、創立３５周年記念式典が開

かれます。松葉義之実行委員長のもと、着々と準

備が進んでいます。当日は、会員全員で式典を祝

いましょう。みなさまの力で、素晴らしい３５周

年記念日と致しましょう。 
また、４月１４日は、友好クラブ白山ロータリ

ークラブ（旧松任ロータリークラブ）の創立４０

周年記念式典があり、１３日、１４日と家族親睦

旅行を兼ねて出掛けます。現在１６名の方が参加

いたします。今からでもご都合のつく方は、是非、

ご参加下さい。 
先日、藤枝市へ、姉妹都市になぜ松任市を選ん

だのかを問い合わせたところ、先方の松任市から

ぜひにと言われたので、姉妹都市にしましたとの

返答でした。 
今度、松任市（現白山市）へ行きますので、ど

の様な理由で藤枝市を姉妹都市に選んだのかを聞

いてきたいと思います。 
私事になりますが、２期４年努めました藤枝歯

科医師会会長を３月末で退任いたします。４月か

らは、藤枝ロータリークラブの会長職に専念する

事ができます。残り３ヶ月ですが、今までの分も

含め、粉骨砕身頑張っていく所存でありますので

宜しくお願い致します。 

■ 幹 事 報 告            後藤 功君 

• （財）米山梅吉財団より、米山梅吉記念館春季例

祭のご案内が届いております。 

    日時 平成１９年４月２８日 

    場所 米山梅吉記念館ホール 

• 藤枝市国際友好協会事務局よりＦＩＦＳ．ＮＥＷ

Ｓ、Ｎｏ８２が届いております。 

• （財）ロータリー米山記念奨学会より、２００７

年７月 表彰品一部改訂のお知らせが届いてお

ります。 

• 地区より、ロータリー財団国際親善奨学生の追加

募集のご案内が届いております。 

■ 出 席 報 告               青島 彰君 

本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

28／39 71.79％ 30／39 76.92％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇鈴木廣君 〇望月俊君 〇杉山君 〇前島君 
浅川君 飯塚君 板倉君 鈴木舜君 仲田晃君 
宮崎君 望月志君  
(２)メークアップ者 
鈴木 廣利君（藤枝南） 杉山 静一君（藤枝南） 
櫻井 龍太君（藤枝南） 北村 幸男君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ         青島 彰君 
• ３月２６日の結婚記念日に立派できれいなバラ

の花束を頂きありがとうございました。女房は大

喜びでした。前島親睦委員長ありがとうございま

す。                       村松 英昭君 
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• この三月末で二期四年間努めました藤枝歯科医

師会会長を退任いたしました。やっとロータリー

クラブの会長職に専任できます。  村松 英昭君 
• 娘に男子誕生。４番目の孫になります。 

                柳原 寿男君 
• 去る３月１５日にホテルルートイン藤枝が竣工

し、開業の運びとなりました。機会がありました

ら、是非ご利用下さい。        青島 克郎君 

スマイル累計額  ７０３，２６８円 

■ Ｐ Ｅ Ｔ Ｓ 報 告                    
 

副会長 

小宮弘一郎君 

 

 

 

３月１１日（日）ホスト沼津ロータリークラブ、

会場は沼津東急ホテルで、会長（幹事）エレクト

研修セミナーＰＥＴＳを行い、次年度幹事 青島

彰君と勉強会に出席しました。 

２００７～２００８年度国際ロータリー会長ウ

ィルフッドＪ．ウィルキンソン氏のＲＩテーマは

「ロータリーは分かちあいの心」を掲げています。 

２００７～２００８年度第２６２０地区ガバナ

ー 渡部秉氏のテーマは「情熱と行動」を上げて

います。渡部秉ガバナーエレクトは次の５項目を

目標にしています。 

１）少人数クラブのケア 

第２６２０地区では会員数２０名以下のクラブ

が１０クラブあり２００５－２００６年度は残念

ながら１クラブの脱会があった。少人数のクラブ

の動向をよく観察して（月末の会員数の維持状態、

各種寄付の進捗状況、奉仕プロジェクトの活動状

況など）を把握して早めに対処する。それにはＧ

補佐の助けを借りることになる。 

２）ＣＬＰプログラムの浸透をはかる 

ＣＬＰはその採否について各クラブにまかされ

ている。しかし各種資料はＣＬＰに基づいたもの

となっている。したがって今後は否応なしに採用

の方向に向かうようになる。新しい会員にとって

は、以前の４大奉仕時代を知らない事になるかも

しれない。ロータリーの綱領を理解し、推進する

ことが大事である。 

３）奉仕プロジェクトの活性化 

ＣＬＰ採用の結果今までの４大奉仕でがんじが

らめになっていた活動が楽になったといって衰退

してはならない。奉仕プロジェクトは自由な発想

をもとに、長期目標を立て、会員全員参加をする

ことによってクラブをよりいっそう活性化させる

ものである。そのことを充分認識して奉仕活動に

あたる。 

４）各種寄付の１００％達成をお願いする 

ロータリー財団の寄付毎年１人１００ドル、ベネ

ファクター、ポールハリスフェローなど、ロータ

リー米山記念奨会への１人１２,０００円の寄付

などできれば１００％達成を目指したい。 

そのためにはＲ財団で言えば３年後には寄付額

の５０％が地区に還元され使用できること、米山

記念奨学生がどのような活動をしているか充分理

解できるよう各クラブにきめ細かい説明をして理

解してもらうよう勤める。 

５）ＩＴの促進 

井上年度に引き続きＩＴ化の推進を図る。クラブ

内にＩＴ推進委員を決めていただく。ガバナー月

信は会長幹事に送付する事になっているが（手続

要覧）、当地区では会員全員に配布されている。全

員配布を原則とするが、今年度は試験的試みとし

て会長、幹事にのみ配布し、希望するクラブによ

っては会員は地区ホームページの中のガバナー月

信をクラブで見ていただくか、必要ならばクラブ

で印刷していただき（印刷費がかかります）会員

に配るなどを検討してみる。さらに地区への報告

もメールを利用するなどを進める。 
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■ＣＬＰについてのアンケート調査の結果■ 

【１】ＣＬＰを知っていますか  

Ａ 知っている ９０

Ｂ 知らない １

【２】何で知りましたか 

Ａ 地区の会議 

（PETS、地区協、公式訪問など） 
７５

Ｂ Ｇ補佐からの説明 ３５

Ｃ Ｒのウェブサイト １０

Ｄ その他  ６

【３】ＣＬＰの理解度について 

Ａ 充分知っている ４３

Ｂ 不充分である ４２

Ｃ 理解していない  １

【４】ＣＬＰの導入について  

  Ａ 今年度すでに導入している  ４

  Ｂ 次年度から導入する予定 ４２

  Ｃ 検討中である ３７

  Ｄ 導入予定はない  ６

【５】奉仕プロジェクト委員会として 

  Ａ 職業、社会、国際、新世代す

べてに活動をする 
３３

  Ｂ 選択して活動する １７

  Ｃ 選択した場合 職業奉仕 

           社会 

国際 

新世代 

独自 

１２

１５

 ９

 ６

 １

【６】５つの常任委員会について 

  Ａ 簡素化されてよい ５１

  Ｂ  今までどおり４大奉仕が大切 ２８

  Ｃ よくわからない １１

【７】ＣＬＰの説明 

  Ａ 地区からクラブへ説明 ３８

  Ｂ Ｇ補佐に取り上げてもらう ２８

  Ｃ Ｒの文献などで充分  ６

  Ｄ Ｒのウェブサイトを利用する  ８

  Ｅ 特にいらない １４

ガバナーエレクト事務所  

２００７年２月１０日現在 

クラブによって複数回答あり（今年度、次年度会長） 

Ｇ補佐：ガバナー補佐 

Ｒ：ロータリー 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／櫻井） 


